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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

地球上の多くの生物は、地球の自転に伴う約 24 時間周期の環境変化に適応するため、生物時計を備え

ている。この生物時計は、自律的な 24 時間周期の継続、温度補償性、外部刺激などによる位相のリセット

という 3 つの共通特性を有している。藍色細菌は、生物時計を有する生物の中でも最も単純な時計分子装

置を持っており、それは時計タンパク質 KaiA、KaiB、KaiC の 3 つで構成されている。これらのタンパク

質の結合・解離によって時間情報が生み出されるが、中でも KaiC は時計の振動子としての中心的な役割

を担い、温度補償性にも深く関与していると考えられている。そこで本研究では、KaiC による温度補償性

の分子機構を明らかにすることを目的とした。 
KaiC は単量体で約 60 kDa と質量が大きく、全長タンパク質の NMR 測定ではピークの重なりやブロー

ドニングが生じ、詳細な解析が困難である。そこで本研究では、C 末端ドメインタンパク質（KaiCC：約

30 kDa）を調製し、NMR 測定に用いた。私たちの先行研究において、私たちは 1 アミノ酸残基を置換し

た変異体（KaiCSS）が温度補償性を欠失することを見出している。本実験では、この変異体の C 末端ドメ

インタンパク質（KaiCC_SS）と野生型（KaiCC）を用いて、温度変化に伴う NMR ピークの化学シフト変

化を比較・観察した。一般に、温度を変えてもピークシフトは僅少であるが、顕著なシフト変化が観測さ

れた場合、そのピークの残基は温度補償性に関わる機能部位である可能性が高いと考えた。実験の結果、

KaiCC_SS で顕著なシフト変化を示したピークは約 5 個に留まったのに対し、KaiCC ではより多くのピー

クにおいて顕著なシフト変化が観察された。この結果は、KaiCC において温度補償性機構に起用する特異

的な構造変化が生じていることを示唆している。今後は、大きなシフト変化を示したアミノ酸残基を同定

し、それらが温度補償性の発現にどのように関与しているのか、詳細な機構を明らかにする。 


